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歐洲大戰の艦艇の計畫及艤

裝 に 及ぼ ぜ る影響に就 て

正 員 工 學士 　田 路

　會畏 閣下並 に 諸君 、 今 度 の 歐 州大戰 に從 ひ どん なや 5 な戰艦 、 巡 洋 戰艦 、

驅邃艦 、 潜水艦 、 其 の他種 々 雜 多の 船が出現 しま したが 、 大部分 は 既に皆 さん が雜誌 な

b其 の 他 な b’
で以 て 相當 に 御承 知の こ とと存 じて 居 r） 2 す。

　 それ で 唯今 是か ら御話 申上 げた い と思ひ 9．すの は 、 此 等各種 の艦 船 の C・1’orLt　v 面 e七y を

各 艦 型 Ilこ付 きま して 、 成 るべ く統轄致 し綾 して 極其 の 大體 を薬 支 za　XD 限 b の 範園に於 て

申上 げ 、 且 又 それ 1こi對す る私 自身の 意見 及び諸君 の 御評論 を顯 ひ ブ〜い と云 ふ考で あ 6 ・
ま

す 。 それで順序 と致 し竣 し て

坦

　韜巡河 艦 、

（一 ） 戰艦及巡 洋戰艦 に就 て

か ら入 る こ とに 致 しま す 、 戰 艦 、 巡洋 戰艦 に 付 きま して 今度の 戰 爭中 に現 よれ 懐 した艦

の 詳 細は 既 に 此の 三 月英國 造船協會で
「renysOu　 cl

’Eylicouvt氏 が 讃んで 居 らます、 本協

會 の 雜纂 も拔 萃 v ・ カ し蛮 し て 出 て來 で居 るや うで あ ゲますか ら要 日の 精 しい 事 は御承知

の こ i だ らう と存 じますo

　 それ で先 刻差上 げ て 置 き蛮 し7e　1’1：　vtOS 中1）L・1は 唯今 申上 げ ま しプ〜戰艦及 巡 洋戰 艦 の

Typicalもの を取 bま して 、 大體 重 要寸 法 、 兵 装等 を書 い て 概 き唆 しプ〜が 先づ 簡單 に 説 明

い 尢 し
〉
‘置 き懐す 、 左 の

一番上 の がOdull　class ・三 番 目が lluu　Duke 　e．ln・ss 一番上 の 右 が

Wf し1’spit θ el・、s只．それ か ら左 の 二 番 口がR ・・アξbl　S（、veTefgtl ：lar，，g ・是 が芙吉 利海軍 の 發 達 し て

家 だ 順序 であ bます 、 實際は 0 磁 ・11 ぐ1・偲 とlron　Duk θ cla・g，　r，・との 問に 瓦 ing　Ge （）1層ge　ela ”，“

が 入 つ て 居 うますが 、 大轍 こ於 い て こ 丶 に書 き懐 した や うに凝 つ て來 て居 う懐す 、 巡 洋

戰艦 の方で は Lieii 幽 隠 それ か ら RellQwn 此 の 問 に Tiger が 入 つ て X・ 　b　2 す 、 それ

か ら三 番 目は Collrag｛知 Us ρ1〜h鰍 を入 れ て 置 きま した 、 こ れ は巡 洋戰艦 の 中に 入 る る方

が至 當 と思 ひ ます 、 此 種の 三 艦 は
一

名 Crηisol　Destroyers と稱 し戰爭 申を特 lt秘 密 に致

します爲 に Hiish　 Husll　 Boot と云 ふ名 を附 け て 居 b’
まし1［1　， それ は陸軍 が特 種装 甲砲

車 を T ：Uil 〈 と稱 して 居 つ プ〜の と同 じ こ とで あ ら bます 、 それ か ら四番 口に は FUiLtuusを

載 せ て 1．．ま しプa 、 それ で 大體 の 砲 の 配置 は 此圖面か ら御分 頓 こな る や ふ な次 第で ご ざ
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い
’
ます ○

（1） 攻 撃

　　　　　　　　　　　　 （一）　 主砲 、 副砲 、 及 奠配 置

1・主 砲（Main 　G ’ans ）・ D1飢 dn飢 1ghb が 始め て 出來 ま して か ら Herculus，　Orion，
　Ivon　Duke

Qneen　IE・lizal　・c−　t’ii　，
　PLc．｝y・

’
bl　Sovereign・と段 々 發 逹 して 來 ま して

、 莫結果 十二 吋砲か ら十 三 ・

五 吋 砲＋ 五 吋 勉 と變 つ て 來ブこ こ と｛よ皆 さん 能 く御承 知 り 享 と思 ひ ます 、 從 て 此 單購 沖 に

挫 造 され ま した 大艦 り 全 部が 殆 ど
一
卜五 t！妬 包艦で あ り懐す 、 唯 Fuτiousの みは十 入 吋 砲 を

積 ん で 居 t
） ま す 、 然 し此 は改 造 され ま し て L 。珮 Cllli’e ．等 の rlolli七。rs に 附 けて 仕舞 まし

7e　g て 十 二 吋 靤四 十 五 口徑 か ら五 十 口徑 と段 々 伸び て來 て來 ました が射 程 に も威力 に 竜

漸 々要 求 が塘 へ て來 て 、

一一
方 砲の Eros　ic，n の 關係上 段 々進 影して 來 ま して 且 段 々 1・OllS・’di−

stfl・llee 且ghbing が 考 へ らる Y 樣に な b ＋ 三 吋牢か ら＋ 五 吋 に 噌 して 來て 居 る L とは どう

し て も己 む を得 な い 結果 で あ t） 2 す 、 所が 一派 の 人 は Jn協 Dd 海戰 の結 渠 、 獨 逸は ＋ 一

吋 砲 を硬 ひ ま して （或 る艦 は獨 逸で も＋ 五 吋 砲 を積ん で 居 b衰 した けれ ど も）Queeu ）1・tl−

1
’
y， を沈 めま した 共 戯 こ十 一吋 砲で も宜 い の で は な い か と云 ふ 考 へ を持 つ て居 る 竜の が

日本の み な らず 英吉利 の 方 に もあつ ブ〜様で あ b ます 、 併 しなが ら Jn翫 nd 海戰 は 非 常に

fog’try の 日で 、 且 叉 ［i暮方 の 職で あ b ま した の で 、 天 氣晴朗 に して 眞の 遠距離戰 鬪の 時

と其 趣が 異 b一方 段 々 防禦 訓書 も進 歩改 良 され つ 丶あ る今 日此 の 種 の 論 に 賛成 ずる 事 は

出來 な い の で あ b 綾す 、 大艦 の 戰 鬪 と云 ふ もの は 何 して 更、 砲戰 で な け れ ば な らなto
、 今

N の 科 學の 逖歩で は 如何 に 魚 雷が逕 歩 して 來 て も 、 潜 水艦が 逕 歩 して も S　ir　｝’

el‘ey 　Seott

の 云 ふ様 に 潜 永艦 を以 て
’
大 艦 に 代 用せ しむ べ きで ない 事 は 明な事で あ bます 、 兎 に 角戰

爭 の 要 素 と致 しま して大艦 は ShipE　 of 　 th〔｝ 撫 t　llnoで な け れ は な ら膿 と云 ふ 關係上 何 し

て も靤が圭 とな らな ければ な らい 、故 に 砲力の 埆加 は 戰艦 と し。 最必要 な もの で あつ て

mediuni ‘浦 brθ の もの で な くて 1・・rges 七C島liLreを彳号て來 る と云 み 導は常然だ ら 5 と思 ひ ま

す 、所 が一方Visil，i砒 y及 Av 〜Lir・しblev　weigh 七にlimitがあ bま す 、 即 ち或距離以 上 は見 る蔀

が 出來 な い
、 二 萬五千 米以上 の距 離に な る と餘碧好 天 氣で なけれ ば鄭著點 を見 る 事が 出

來 な V 丶 それで すか ら口徑 の大 さ 竜11luibが 出來 ます 、 此 の ti．11】itは十 八 吋 位で なけれ ば な

ら滋 と思 ひ ま す、故 に 砲の 口 徑が 大 き くな る と しま して もさ う無 暗 に 大 き くな る もの で

は無 か ら5 と思 ひ ますQ 元 來職爭 の 要 素 として 三 つ あ り
1
ます 、 第 一 Destrll面 ・ 1L 　 第二

Dem ．evtt，lf7，n，tioi：・ 簗三 Di 弼 嘗 面 z ・Lヒi田 ミ・で あ らま す 、 互砲の 圭 とす る所 ば desもrllctlcm で
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あ ）t 、
Medium　calibre 　gunsの 圭 とす る處は demoT −．　ltzatiollで あ うます 、 然 し砲 と射撃の

科 學的進歩 は 互靤 に して Dest，rtietion，　Demoro 互z酒 on を起 し得 る樣に なつ て 來 ま した 、 亙

砲が今 申上 げ雲 しだ樣に戰艦隊對戰艦隊 に 於け る挑 戰具 ブ〜る に 止 ま らず 今次 の 潜 水 艦 の

進歩發達は 水 雷防禦 に 迄應用 9 る   樣 となつ た ので あ うます 、
High　explosive を有す る

柞裂 亘彈が 潜水艦 の附 近 に落ち爆 發すれ ば snbmarin θ を破 壊す る事 を得 るは 明 であ bま

す、 故 に潜水艦 の 防禦法 として は 只 中小 口 徑砲 を打 つ て 數多 の 強丸 を出すの が其 防禦法

で な い 故 に往 々
一
艦又 は數艦の 互砲集射を行 A て 或 る

一
定area 内にHfgll　explosive の 亘彈

を蓬 う出すので あ b ま す 、 故 にBoU − daτy　condibio11 がidθalで ある場合即 ち］』ong 　range 　fig−

h七ingが possiU θであ る場 合壱こは bigger　gunがDes』ruG 七ion及 Demoralizationを起 し勝 を制す る

の理 あ る事 は 明で あ bます 、 咋 年載 撚計i蠡に 關 す る p・・per に も
一

寸 申上 げ て置 き衰 しだ

が 、 其 の Figh伽 g　POw 蹴 を増 すに は Displaceme11七を増 す事が 一番で あ うます 、 然 しDisph −

cemen 七を塘 す事 も或點 を越 しますとUueec・nomical 　lcな ）t ます 、 從 て其範圍内で の Displa＆

ement を相當 に増 して 來 なけれ ばな うませ Y　t、 然 し Sllperi（》1
’
gun 且 或 limi七内で Superi（，r

Calibヱe を有せ ね ば な らない と云 ふ 事は今度の 戰爭 の欷訓 と し て
一

層 痛 剛 こ現 はれ て 來 た

と思 ひ ます。

　次 に 砲の 配 置法 IUJVeて 申上 げ
1
ます と、

一
鱧現在の Celltre　Iine・9．ygtem　L 云 ふ もの は th−

iOl） c−1ass以後 の 戰 鑑皆其遞 Oで 暫 く前か ら各 國 海軍 唱皆其 通 うで あ ゲます 、 其處 で大昔

の 話 は 別 として King 　Edw ｛もrd 　cl鵬 よ t） Lord　Nelso1ユ
，
　 Dre鹹 u ・・ugh ヒ

，
　OliOU

，
　 King 　GeO 」ge ，

1・on 　Duke を經 て Qeen　Eli・島鳳 h
，　 R ・」

’
iill　O・・k

， に至 る E 石顔 己置 を考 へ 最後 の 二 蠍 を取 っ

て 來 て 1江illg　Ecl“ rarcl

うζは我 力；國 の 三 笠級 の 戰艦 と比 較すれ しま、 共 問 に砲其 自身の 進 歩

發 達を認 む れ ど其 配置 方 に 繰本 的變遜 あ る を認 む る こ と は 出來 な い の で あ b ます 、 即 ら

日露戰雷 當時 に於 け る戰艦 は皆＋ 二 吋砲 を才鬘前 後の 固 め と して 其 聞に 六 吋の C1囎 db し←

匙e穿 を形成 しブともので あ ）
t ますが T）三eと油 Lっ Ils 軸 1こ於 て其 互 靤配 置 に Ab 匚LQ τ皿 ld な擾 化 を

兄 ま した けれ ど も今 日の 前後 書匹に 翫 pα i・np り so せ る 砲塔 を作 う」澗 に六 吋 Gun を置い

て 1）澱 已ry を形 成 して 居 るの を見 る時三 笠級の 前 後砲塔 を更に 有力 に した もの と何等 其

主 義 に 於 て 變化 を見 な い の で あ ba す 、 勿論現 今の 靤塔 配 置 に 到着 す る に は 自然 的の 理

由が あ ウます けれ ど も 、 系統的 に共 變 化 を考 へ る ときに は Ce 三・七1
’
θ lln（ML 播 職 ｝£

・
：eme − 七が 過

去 傘世紀 前 の llil艦 と岡樣な る と共 に 現在最 近英 國戦艦 が其匹i己置方 に於 て Dt’ea ，（lnc）ug ，ht 以

前 の もの と同
一 な る を思 ふ とき歴史 は繰 返 すの 思ひ が あ らます

。

　 1｛L ，「ig最 近英國 戰艦 、 巡洋戰艦 の 一般 砲配 置で あ う按 す 、 ≡r聯 襲 砲塔 は英海軍 に 1オ未
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だ intivduceされ て居 bませ漁 、 勿論本 問題 は直接今次戰 爭の結 果 か ら d正scuss され ブa も

の で な く既 に戰前伊 の Date　Alighieri　Caio　Duilio露 の Sevastopol　class 等 は triPlθ guns

を用 ゐ て 居 b2 す 、 又 米 の Pensylvallia　elass は 既1こ三 聯装 、 佛の Norntandie　class は 四

聯装 を用ゐ て 居 b2 す 、 勿論三 聯 装砲塔は weight 及 spse θ に利盆 はあ b
’
ますが 、 又 dis−・

advan 七age も澤 山あ う蓑して 英海軍で も未だ使 つ て 居 bませ bQ 、 然 し追 々用 ゐ らる   樣

な傾 向が あ b2 す 。

2・副砲（Secondary　Guns） 元 來 副砲 1よ敵 の Demoralistit・i（m を圭 とす る E は最 近迄 一般

に 考 へ られ て 居た もの で あ らますが 、 現在で 【よ Torp ごdo　Defe・lco と云 ふ こ とが圭 となつ

て 來 ま しブa 、 然 し同
一

口 徑で も最 近の ・gechc＞n 面 y　guns は Ionger　rauge 及 elevation を取

る樣 に 成つ て來 ま した の は
一

方魚雷 の 進歩に も よ る處で し よ うが徇場 合1こ よつ て は 敵 の

D θ ・noralist ）tlon を行 ふ と云 ふ 目的が ない 2）で は ない と思は れます。

　英 1揮 で は lron　Duke 以後 の 戰艦 、 巡洋戰 艦 は皆同樣六 吋砲 を装 備 して 居 ）1 懐す 、 然

し一般 に spe 曾d の増 加 と共 に High 　speed 　1
・
tllllliug の 戰 鬪 を爲す 樣 に な bB 翻

ltle −Cl’uisel’

coniba 七 に は Dogger　Bauk 翫 七鵬 の 樣 に Full　speed 油 ead で競走の 様な戰爭 を します 、

此樣 な場 合 Upp θr　deek の 最前部や 中 申板 に置 v ・て六 ロ寸砲 は spray の 爲め とて も使用に

堪 えな V 丶 從 つ て 砲砲 を出來 る だけ此等 の 部分で は 高 く置 く樣 に なつ て i來ま した 、 殊 に

北 海 の 樣に 浪高 き處 に は 尤 もの こ とと思は れ ます 、
Repulse

，
　 Re丑 o ・m

， や Gl・）rious 　elivss

が 四 吋 砲 を探 用 して 居 る の は 高速力に よる戦術 上 の 問題及 計畫上の 問 題 よ り起 つ プ〜もの

で 一般戰艦 、 巡 洋戰艦 に 四 吋 砲の 復活 した もの と　認 あ られ ませ ya 、 殊 に此 等 の CLL．9S

で は 四 吋 砲 は三 聯装 となつ て居 b ますので Splしce や woigll 七の 利i謚は あ う
」k せ VR　P：叉 批

難の 點 もあ る様で あ b 蛮 す 、 兎に 角大 艦の 副砲 は Firiug　sveecl の 闘題 が大 事で あ 6ます

か ら重 過 ぎて もい か V：lllPち手頃 の もの とい ふ關係 か ら我が國 の五 吋雫 靤 な どは理 想 に 近

い もの と思 ひ ま す ・

一
體 Rep 置li穐 R α 上し，、、li と云 ふ艦 は 當時 獨逸 の B韻 le　Crui，sc11’r紘 1 及

Jutl乱1⊥d 海戰後英 國で は Bl醐 e　mli 溜 の 不 足 をつ げて 居 る 時 と け く至 急で 出來 た もので

あ わ勿論 L ・）ug 　rこしnge βgh もillgに 作つ た もの で 囚 吋 ∬包ば tQτped・ defeiicteが 三Eで あ うます。

　
一

體 Gk ｝τb ロ＄
・
Cuur2し9e・・UF ；

，　Furbu ；斗
， の 三 つ の hi8h ：ptteclの もの は 先程 中 しま した Cm −

iser　DustroJ
’
er として 敵 の Lfを山七 （・i’ttLse］

・
を破壊 言

噛
る と云 ム こ とが大皚 目的で 作 られ カ も

の で あ t） ます 、 所が斯ふ云 ふ艦 に な うま よと要 する に （！i：11iSi ’r と
一

處 に行 か な け れ ば 次

らSR、 從 て d1’augl ⊥t を淺 くしなければ な らb
”） し Speed を三 ＋ 節以上 出き なけれ ばな らね

Depih の 少 い Leuyt1A の 長の もの を造 らな けれ ば な らd．1 、 所 が御承知の jT6　，｝α 川 r 馳9Duus
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は大 きな波が來た時 に bacl｛1θ し
》
（居 わます 、

一體 Fuiious
，
　 Courageotts

，
　 Gloriousと云 ふ

もの は艦型が私共 は要領 を得て ゐ な い の で あ b2 す 、
− Light　cruiser 　destroγer の 目的 な

らば十 五 吋砲 をつ けな くて も、 もつ と小 さ い 艦 に 小 き い 砲で 相當に威力 を發揮す る 乙 と

が 出來ま す 、 十 五 吋砲 を有 して も Ba七tle−cruiser な b戰艦 へ 持つ て來 て 敵の 戰艦に封 し

て 戰 鬪 す る こ とは　itnposslbleで あ b2 す 、 さ 5 云 ふ關係上私 自身申しますれば英吉利

の Glorious，
　Conr．agθous ，　Furious， は失 敗に終 つ た もの と考 へ ます 。

　圭 砲 、 副砲 を最 も e艶 c七ivθ に使用 し以 て敵を des七voy 　trん とす る に は射撃法の applie

a 七ion の 巧妙及 fire　con 七r。1　sys 七elu の quick ＆ reliable な る點 に あ うます ・ 砲 口徑 の 櫓加

と共 に 其 t・’．・ini・ 9　 mecl コani ・m
，
　fi・e　c・ntr 。 1 の ・y・t・・1・・ 及 in・七・ument ・ の 進歩 1塒 に英海 軍

に於 七著 しい とい ふ こ とを認 め ま す 、 即 ち一般に rougli 　use を して 故障の 少 v ・ 點 て あ b

『
ます 、 又餘 分 の spare 許多 くて 反 て simple 　hancllingの 出來 ない と云 ふ缺點 が な くな っ

て 居 bます 、 我 國 の鼠艦 は英國の もの とは 又 非常 に趣 が 異つ て 居 る 處があ bますが
一般

に DuplieLicyが 多過 ぎる樣 に 思 はれ ます 、　N 兵 器 の （〕ontvol 其他 に 機械力 を出來 る だ け

利用 して persont｝1　 handlin9に 獨
・
す る eza

’
or を少 くして 各 逋信装 置 1こ指揮 装 置 に 砲 に 水 雷

に 探 照燈 に 各種の meehallieal 　 arangement を採 用 して 然 も relit）ble で あ bま す 、 是 等は

戰鬪 の初 期 ｝ζ正 確 な sp 。ttillgをす る こ と 、 且
一

刻 も早 く s｝）L｝七 す る と云 ふ 乙 とが非常 の

hUpOTt跚 cy で 特に ，Tutlalld，　Dogger　B 跏 k　JPし他大 小 の海 戦で深 く必 要が分つ て 來 た ので

あ b ます 、 故 に今後 の 戰爭 では 砲敬 、 口 徑 の 大 さ 、
hum 凸 n 　elements が 重 大 な問題 で あ る

ばか うで は な く射撃の 6ystem 特 に five　ec）nt
’
i
’
ul　iUSStl’

11111ellts に 大 な る進 歩秀越 が必要で あ

り懐す 、 英國 に於 て は Evershed とか B ・しrr ＆ S勧・〕ucl とか G 』Ulbridge 　Sele玉lb上月c　Illstfume蚰

c り．とか 云 ふ樣な 一流の Ins七mhlellt 　m 意 eb が あ うま すが 我 國 に於 て は 殆 ど零 と云 ふ て

も宜 い 様な状 態で 多 くの elever 　s（畑 1七ls七 ）｝　1
’
此 方面 に 於 て E1181neerと協 力 して 此等 の 缺

點 を
一

日 も早 く補 足 し尤 い もの で あ ）
t ます o

　 航 室機射撃用 乱 A ・gmls は i箜i上 と罅上 とを問はず非常な進歩 と して 其構造 に 於 て も

Di・bl，　Tvs
’
Ljeetoi

’
｝y の 研究に 於 て も非 當に 進 歩 して 雇 ゲます、 此 等 の s，　111Ls は 己ir　craft　d。盛

tLilt
，e に も terpeαQ　defe11しe に も1砺刑 され る もの と成つ て 來 ま しプこo

　Qeeu　Mar ∫ の 撃沈が 3L しg蔽 ユユ。 に llgt：i’h が入 つ て expr 品 。 した こ とは 疑 ∂ な い 事實で

あ ）
t ます 、 特 1ζE 砲蝉火 藥 車∂ 装 置 1切 1諭 な illlPl．’・ veUKIIIt が あ Oま す 、 然 し各 國 海軍皆

極 祕 1・して研究 して居 る事項 で あ りますか ら申上 げ雲せ SU。

　　　　　　　　　　　　（二 ）　 魚 雷 及 魚 雷 發 射 管
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　大 艦か ら發射 しブa魚雷 が獨艦除戰鬪 中命 中し泥 樣 な こ とは 日露戰爭中に も無 かつ だ と

同樣 に 今囘 の海戰 に も見當 らない の で あ ウます 、

一般魚雷 を以 て minimum 　fightillg　1’EV

uge が 決め られ る と云 ふ様 な幼稚 な考 へ は最 早探用 す るに足 らな V と思 ひ ます 、 砲 の精

度が 非常に 高 くなつ た 今 日 fair　playで魚雷 の fi血 g　r・lnge に 入 るまで に は大 抵 の艦 はE

砲で大 損害 を受 け る L とは明で あ b？す、 se　fi血 g　rauge 迄 來 た處で 中 e 當 らない の が

通例で あ b2 す 、 故 に 一
部 の 有力 な説 と して は大艦 に發射管室をや め る と云 ふ 説が あ b

ます 、 然 し實行 され て は居 b ませ 滋 が 自分は 寧ろ大艦 は 砲 を圭 として 少 くとも水 中發射

管は 止 め た 方が宜 い と思 ひ ま す 、 然 し本戰 役中魚雷及 發射管の 進歩 も亦著 しV ・ もの が あ

b懐 す 、 此 等 は圭 と して light　elaft　M 　stibmarine の もの で あ bますが 、 大艦で も亦 中々

の ImprQTemellbが あ う懐す 、 例 へ ば 1・igll　speecl の 艦 の 魚雷 及發 射管の樣な もの で あ b

ます 、 從 て 今迄豫想 9 れ なか つ た樣 な speecl で水 中發 射 を行 ふ て 行 け る樣に 成つ だ ので

あ bま す 、 此 等の 事 は魚雷 を圭 とす る Light　el
’itLft

の 部で今少 し く述べ る こ と Y しますo

（2） 防 禦

　　　　　　　　　　　 （a ）　 砲 　　火 　 防　　禦

　撮 1・・u ・1海戰 に 於 て Qe。nM 飢 丁 其他の 沈沒か ら少 くと も彈 火藥庫や 砲塔 周園の 防鯉 を

塘加 しなければ な らSU　Z とは一般に認 め られ て 來た の で あ b ま した 。

　1・ ノ11g　I
・
・allg

’
e　figl1伽 g の 結果 Shell は 禺來 る だけ fltLt　tl’・b］

’
eetoT7 を取 る が 撮 ll1ユg　a ロglθ が

大 き くな る L とは 一般で あ b ま す 、 5Z．　sul）s
”

；apci ．illy　il，1−．　tr・龜jeeb・』ry で も艦 が少 し roll す る

と きは deck の 興ふ る tttl’5・C・t ご』rα し の 方 力｛ vertic 島hrmour の 興ふ る 七arge ヒ avea よ b も大

に な うます、 從 つ て今囘 の 戰 爭か ら deck　pro七eGtion が 非常 をこ iiilPOI’t・Vllt　f・｝ctor とな つ た

こ とは 明で あ うま す 、 故 に今後の 戰艦 で deck　 pvoteetionの厚 さ力弐聡 して來 る こ とは事

實で あ b ます 、 然 し建造 中に して も急 に 其厚 さ を垉 すこ とは 困難であ る し且 既装艦 船で

は非常に 困難な 乙 と とで 、
viLal 　P ［tl1

“tsだけ reinfL 』rce す る こ とが 至 急で あ らます 、
　 Canclth

，

・、giueour七等で は upl コθ1
− d。（」k を 601bs．1）

rQ 七ective 　 deek を 60　11）s 及 4’

〕lbsに して 居 bま

す 、
Roy 湖 SovoYoigne　cltbss で は 1》L 　I工 に示 す樣に Pro七ective 　slゆpe 及 deck を M 〜1in 　dぴ

ck まで 持つ て 行 つ て 居 ウ
『
ます 、 こ れ は

一
方 riddled 　colldi 七lon の illil）lx．）s’eineltt であ bます

けれ ども中々 の 重 量の illCl−etlsθ とて fiatlyに 此 の weigh 七 を cli・gtrlbute す る 方が宜 い の で

な い か と思 ひ ます 、 然 し此 cleek 　proteet・ionの 方法 竜中々 よ く研 究 さ れ て 居 る こ ととて 尚

一・ma研究す る 必 要が あるだろ う と思 ひ ます 、
　 Repulse

，
　 Pte・L・　nvli に 於 て も同樣の 構 造で あ
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bま して slope は特に 601bs　H ・皿 の二 枚合せ とな し項部 を 401bs　ET に して 居 b ます

最 上 甲板 に於 て Battery　tOP を形 成す る もの は 201bs 　H ・T ・及 261bs 　H ．T の合板 を用ゐ

防禦 甲板 と相携へ て dθek 　Protectionを形 成 して 居 bますが圭要 な protectionは防禦 甲板

に見 る の が至 當で あ b2 すo

　 Side　armonr の 厚 さに就 て 竜種 々 の 論戰が あ bま すけれ ども英海 軍で は戰 艦 は＋ 二 吋

乃至 十 三 吋の 水線 を保持 し て居 る様であ かます。 然 し ｛muour の protective　eficieney 　1＊

甲鐡 と彈 丸落下角度 とに大 關係があ る ので Repulse
，
　 ReifもNvn

，
　Glorious，

　Furious，　Frobis−

her
， 皆内方に inclineしn 　side 　protedon を用 ひ て居 り衰 す 、 （PL ．　II・參照 ）現 在の most

ln
’
obft1 ）le な戰 鬪距 離で十 五 吋 A ・P・shel を 皿 ・ riuth］lj’に protectし得 る 甲鐵 を張 るの は計

晝上 到底 不可 能で あ b2 す 、 其上 甲鐵 の quality は 兵器 の 邏 歩 に 件ムて 進 歩 し得 る もの

で な い か ら、 此 種 の inclined　arm σur は實際理 論 に 合つ た もの で 今後 の 艦 船 の side 　arm −

our は段 々 此 種 なもの に 成つ て 來 るだ らう と思ひ ます。

　 實際甲鐵 の qu 皿雌 は最 近 非常 の impl’uvement カミあつ た樣 に は見 え ませ SU 、 故 に auu −

our
， の 張方 に色 々 の 改 良進歩の跡 を見

¶
ま重、

Irou　Duke 　cltis／s か ら Rlby轟l　SQvereign　elass

に な っ て t島pered　 t｝・
JII

・（・ur な どを用ひ て來 裳しだが 、 製造 上の 困難か ら、 叉 rp・et／ftllguler

see 恥 n に成 っ て 來 た檬で あ う懐す 、 是 を要 す る に 戰艦の speed を増 して arm 。uy 其他

の pr・とee 山 n を無 しと しだ ら何 うだ らうな ど と云 ふ極端 な論 も次 い こ とは あ
’

）
t 蓑せ 澱 が

昨年 自分が 當 協會で發 裘 した 樣に 戰艦 に 抽 normt し1 な speed を與 へ て Bat七le　cr 　L：　is　c−r 式 に

即 1x　avy 〜m1 上翻 e11七を有す る 11gl1右 eruis θr式 に す る の は非 常に損 な樣で 何 5 して も　Bftttle−

sliip は相 當の speed で 充分の prc魎 di ・川 を施 す可 きもの と信 じ2 す c、

　　　　　　　　　　　　（1） ） 　水 線 下 防 禦

　本 戰後 に 於 け る 潜水艦 戰 の結 果 各 種水雷防禦の 方 法 は 研究され ま し尢 が 、 理 想的 水 線

下 防禦法 と して 未 だ斷定的の もの は あ bませ 識 、 水雷防禦網 は既に 前世 紀 b もの と化 し

英海軍 で は 其影 を も認 め ませ 漁 、 從 て今 迄 附け られ て 居た 艦 は ・ieL や b・x ，ll）s を他 の rig
『

gi1〕g と共 に 皆陸上 を して しまひ ま した 、 これ は cnt 七er を有す る魚雷 に對 して ne 七 の 效

果 は 殆 ど認 め られ 繧せ va 、 叉 現今 の 様に sn1 臓 brh “∋9 の 發達 した 時代に は eXp ・，Se さ れ た

港灣 に 11L’t の み を防禦 と して 艦隊の 碇 泊は 不 可 能で あ うま す 、 故 に碇 泊地 に は充分 な る

港灣 防禦 と有 する必 要が あ も一
度海 洋 に 出れば各艦可 な O の sspec ：1 で （17k1≧0 ｛S以上 航

海 しなけれ ばな らyaか らで あ うま “
一

、 これ は恐 らく各 國 と も將來 の 艦舶は そ うな るべ き

で あ らうと思 ひ ますが商船に 於 け る stulc 圭u韻 undeUw 応 r 【

’lel！ebcce は 種 々併 究 さ れ 懐 し
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π が existing 　ship の condition で は不可 能で あ b2 す 、 從 て elabOrate な
・
　protθetive 　ar −

rangemen 』は 商船｝ζは 殆 ど應用 されず 、　Convoy　system を最 上 と して 居つ た ので あ bま

すo

　軍艦で は此 underwater 　pro士ection カ：防禦 の one 　impoltant　element と成つ て 來 2 しn

軍艦 に於け る構造 を 分 けます と大略 PL ・II に 示 す牒 な もので あ b2 す 、
　 fig．5 の も

の は Mollitor　le附 けた もの で初期 7）Mollitorよ bは進 歩 しプ2 もので 所llH　Bulge　or　Blis−

ter と稱する もので Be19inm 洵 岸の砲撃 には 盛に 用ひ られ プaもので あ うま す 、 恐 ら く此

式が Bulge 式 und θrwttter 　protectionの 嚆矢で あ b ませ 5 、 此種の Bulge は 獨 乙 の elec −

t・rieal 　n ユdar　 boat で魚 雷二 發 も受け ま しカ が ZF 素で あつ た もの で あ b設 す 、
　 fig・3 の th

の は Battle− emiiser ，　Repulse，　R θnown 等 に 取付 け られ た もの で longitudinal　 bulkhe認 か

ら約＋ 三 呎の 突出 をして pratθetiv θ deck は 401bs 二 枚の H ・T ・S で魚雷 の 爆 發 に依 る

壓 力 を上 方 に排 出 し よ5 と云 ふ計畫で あ b唆 すけれ ども IOiコgitud　llal　bulkhe［uc1は 弱過 る

樣に 思 は れ ます 、 火 藥庫の雨舷で は IQ・igituclinal 　bulkheads は 401b，g　HMS で あ bます

（其他 は 1711，s　H ・T ・S）勿論 之等 の uiiclerwatez
’
　protθe七ion は 英國 Admir ε晦 が 實驗 の上

定 めプ〜もの で あ b2 すが火 藥 の 分量 に よ うけ らで big　OcetLn　9。iug　Submflirineの torpedo

に 對 して は 弱過 る と思 はれ ます、一・eV　l　unde τwa 士er　protectionな る もの は boiler　rr，Oln 　よ

う全然 vit ・｝1 な火藥庫附近 の protection をズ ー ツ と好 くす る 乙 とを要 す る 乙 とで 今後 の

艦 船 は止 を得なけれ ば maehinery 　space の protec七ion を貧弱 に して magazin θ は 充分 な

る 1）i
’
〇七ection を施 す可 き竜 の と信 じま す 、

　Jn七lanclの 海 戰で 沈 沒 しだ 艦 は決 して θ11emy

sllell の 爆 發 に よつ て撃沈 きれた 竜の で は あ ゲませ 澱 、 即 ち敵 彈 に よ る fltishで 自己の 火

藥庫の explosion に よつ た もので あ うま すO

　Fig　 6 に 示す もの は の Frobisller　class の lfgh七 e1制 iser に 用 ひ られ た もの で外舷 は直

線 の inclimftti〔m を以 て船 底 迄延 下 し水 線下 三 眠以 下 に 於て 351bs　H ．T．S で lollgi七udin 衄

pr  teetion となつ て 居 ウ衰す 、　 Bulgθ の 突出は約 5LO ”

に 過 ぎ 譲せ 漁 が 、
　 lig1頗 11｛se 「

の imderivftter 　proteetiouと して は充分で あ らうと思 ひ
「
ます○

（3） 船 體

　此 戰爭 の 結果 段 々 現
「ehれ て 來 力艦 を 種 々 調べ て 見 ます と Orl。u

，
　 Ki 監1g 　Geolge，　 Xl

’
・・．vs −

pite．か ら Repulse，　Reiio“ ’
n ・ とず つ と見 て 來 ま した が 、 艦 型 に 於 て 大 した 差 が ある様に

見 2 ませ 澱 、 唯 Free　bo島rd か ら云 ム と恐 らく Ir｛’m 　Dnl｛e　elass が
一

番宜 い と思 ひ ます 、
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ft，yal　Sovereiguに な うま す と SUI）erstructures が殖 え て 來
「
まして nccomodation が宜 く

な る樣 に 思ひ ま す 、 私の 考 では 艦型 は 恐 ら く King 　George，　Iron　Duke ．等が best で は

ない か と思 ひ ます 、 それ か ら Speed が速 くなつ た結果 、 副砲其 の 他の もの y 位 置 が非常

に 具 合が違っ て 來 た ので あ bます 、 從て S七em の 形が段 々 變 つ て 參 ba し尢 、
　 Repuke

class は我 が金 剛 の class の S七θm に 同樣で 只 water 工ine か ら下 だけが出て 居 b2 す 、 即

ち六呎 ばか りの over 　hullg を取つ て居 らま す 、 是 は 唯今申 しま し尢樣 に 恥 re を多 くし

で spray が來 な v ・様 1ζ砲 に影響 を及 ぼ さな vo樣 な關係か ら來 た の で あ b2 す 、 本來 艦 の

船首部形趺は荒海 を高速力に て 走 る 中は spray は A 砲塔及 六吋 前部 砲に 及 ぼ し照準器 寫

に 用 をな さず 戰 鬪 中度 々之 を拭 ふ事 を要 す る の で少 し く高 速力 を有す る艦 は 十 分 な る

flarθ を要 するの であ うま す 、 故 に今後の艦 は形状 に於 て 少 し く異 な る も　clipper 　 stθm

と な る事 と思 ひ ます。 それ か ら Nickel　 steel と云 ふ もの は 殆 ん ど用 ひ られ な い 樣に な つ

て參 ら綾 しブ2 、 實際 に於 て Niekel　s七eel そは 自身 とし て property は大變宜 い とV ・ム 乙

とは 確で すが價格 の 關1系及 七1・et、tlllv・1・t の關係上 High 　tensi。n 　steel で 充分で あ る の で 兎

に 角 High 　tel〕si・… steel を使つ て Niclcθ1　steel は 殆 ど無 くな つ て 來 る 樣で あ ba す 。 又

或種 の 戰 艦は High 　tension　steel を ？・ottOl ・1 に用ひ な V ・ もの が あ b2 す 、 用 ひ な くなつ

7eと云 ぷ よ bは其 の 必 要 を認 め な くな つ た と云 ふ こ とが 至 當 と思 ひ ます 、 も う一 つ は 船

體 の 金物 に Alminiuni　Copper　AIIQγ を使 ム 乙 と に な うま した 、 是 も長 崎遭舶所 あn 　bで

相 當研究 して 居 る様に 聞 v・て 居 う ・

ます 、
Ahninium　 Copper は割合に輕 くて durabloで あ

る其結 果 Copper’　rieh 　alminiuin 　all・　・y が船の 金具 に 用 ひ られ て 居 bー
ます 、 段 々 さ う云 ふ

艤 装品が進 歩 して 參 る た らう と思 ひ ます。

　 IVt｝te「 ti911t肖11bfljvisio11 が 殖 乏 て 參 ウま して 、 是 は 先程 申 しま した Uuder　wo 七er　pro七一

（
1ctlo11

の 闢係か ら來 プ〜者 と思 ひ ます 、 それ か ら Tivin　ruclder は Dreaclnoi：t．yht 以後 の 各

船 に は最近迄附 け て 居 らま した が 、 止 め られ ま しブe 、 其れ は 直 ぐに 1）r叩 aUer の 後 に あ

6 ま して
、 普逋の 航 海で は 中 々多 くの p。 wer を喰ひ ます 、 其の 結 果 single 　mdder の 方

が 宜 い ので 9，　ilig　le　 rudder 　 lこ變 つ て滲 う裟 し1こ、 或 船に て は ・Xux臨 rア r ・・1・lev を附 け て

hand “
rlieel

を廢 し Hele−Sh・⊃w 叉 は W ．　J島皿 1eγ G α 、r な どを使 用 しま す 、

一禮唯 今 申上

げ ま した樣 に船が 段 々 大 き くな b　．
9
’
sp θed が速 くな ）t 、

lo119ヒh が長 くなつ て 來 る に付 き

2 して c ・ 11strueYic ）11｝｝x 鼬1mlgelllent と云 ふ もの が 非常に imporb・m 七の もの に なつ て 來 ま し

尢 、 從 て是 は ρ・鵬 tructi・）n カ：今 よ bむ つか し くな る の は避 く可 か らざ る結 果で あ b ます

然 る ee　一・方で は Buildα に 大 部丈句が あつ て 甲の船で 宜 か つ た ら乙 の 船で も其れ で宜 い
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では な い か と云 メ・ 様な簡單 な考 の 方 も少 く加 ρ
、 併 し 110yd’

s　rule や 遞信省 り規程 で縛

られ て 居 る商舶なれ ば ）・ ざ知 らず Designerの 考 へ 樣で何 うで もな る軍艦で は 其樣 な co −

userv 韻 vθ の 考 へ で は科學 の 進歩 も遘船學術 の 進歩 も得 られ な い だ らう と信 じま す 、 の み

な らず一方船の大 な る st・ra・illing　forceを受 け る様に な う今 迄逋 うで は重 過 ぎて 駈要 の Pr−

otection も Armamellt も積め な くな る 、 從 て造船家 は 如 何 に して lighterの 船 を作 らん

か と苦 心 す る の は必 然で あb’
ます 、 從つ て i）Uiteri

’
al の n ・・s七 eMcient 　distril・ntiQn 及 Pt

“
c°呷

nstructi 。n の sアsten1 を更 へ て 來 る必 要が あ うます 、 故 に特 に uew 　ship 　Luildiロ g　111atα iaI

の 發見 され ざ る限 う長 い
、

speed の大 な る stress を餘計受 くる軍艦 の 構造 を simplify す

る 事 は 出來 な い の で あ bま す。

（4 ） 艤 裝

　 に 付て 御話 致します 、 何 しろ非 常な variety の 竜の で あ うま して 、 之 を精 し く御話致

しま す と中 々 一晩中喋べ うま して も追つ 付 き
『
ませ 臓 性質 の もの で あ うま すか ら簡 單 に 御

話致 しま す 、 第一番 目 は 、

　　　　　　　　　　　　（の 逋 風 装 置

で あ ウます 、 此 通風装 置は英吉利 の 船で は llepulse　cl ・鵬 IZ於 て は 非常 に 遞 蜜 して 居 b

ま す 、
Stle七ion 七runks を urii コals の 上 にまで 附け る と云 ． k風 に c 蹴 ful湎 虱乾髦濁 をや つ て

居 ）t ます 、 然 る に h 。− Duke に 於 て は殆 ど艦 内で は 日光 を見 なv 、 何 故 か と云 ム と 甲鐵

が upper 　cleck まで 張 っ て あ b ます 、 士 官室 は under −gml ・nd に 入 つ て居 る樣 なの で 乘

組 士 官 は皆
“ Uncler　GroundV’

と kDick　n こLme して 居 ウま す 、 英 吉利 の船 の大部分は ste ：1111

hea七ey を有 つ て居 bませ ♂気 皆 decしuic　 lle漁 r 若 く｝よ石炭 sl！oveg を使 つ て 居 らま す 、

實際士 官 室あた b の stovo 　fivθ と云 ふ も の は 自分 の 家 に 居 る樣 架思 ひ が し設す 、叉
「fh 〔v

m 油 mkS を使 つ て居 うま すが 咽 喉が 悪 くなつ た うす る の で兵 ［蒙は嫌 が つ て 居 らま す 、

一

體通風 装 置 と云ふ こ とに 關 しま して今迄種 々 問題に なつ て 居 うま すが 、軍 幣 官の 言 ふ楼

に 單 に炭 酸定量 を以 て決め らる可 き醐單 な もの で は ない と思 は れ ま す、是 は通 風の根 本

的 p蜘 ciille は今迄や か ま し く通 風 を艦 舶で 言ム て 居 る に も絢 らず深 く研 究さ れ て 癬 ら

な V 丶
一

體 人問が熱 を戚 ず る嫌 に 感ず る不 偸快に惑ず る と云 ふ こ とは selm 蜘 t の 關係

で 單 に 炭 酸含量 の みの 周題で は な い の で す 、 例 丶 ば活 動 寫眞 館内の 定量 を分析 し て 見 ま

す と五 IK−’1
’
ecコlnt の炭 酸瓦斯が 入つ て居 うます 、 併 しなが ら觀 て 居 る もの は 悗 んで 觀 て 居

bま す 、 從つ て通風 に依 る人 間 の thetivivit ）
T
は 皮層に 來 る澱度、 温 度、

・
・V ・1p 酬 ［1 ・．L の
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關係で あ る と云 つ て る學 者 もあ b2 す 、 要す る に根本的逋風装置 の こ とに就 て は深 く研

究 され て 居ない 様 に 思 ひ ます 、 是 は總て の艦船 の逋風装置の 研究の土 臺 とな つ て行 く竜

の で あ bますか ら、 皆 さん 一緒 に官私 共 に 充分研究 して 行 か なけれ ば な ら皿 と思 ひ ま す

　　　　　　　　　　　 （b ）　 諸 　 管 　　装 　 置

　P∫pillg　al’allgelllell 七 と云 ふ もの は殆 ど疉 つ て 居 b’
ませ 澱 、 唯水雷 ｝t や られプ〜b何 か し て

片舷 に 傾 く爲 に 片方に heel を直 す爲に Wing 　comp 麟 ments に sea 　cocks ，　ha・udlills 　wheels

等 を 附け て 居2 す 、 是 は今度の 戰 爭の effeGt と して 皆附 け て 居 bます 、 極端 な例 で は

Bulge に 水 雷が 當つ て 水 が入 bま しプ〜爲 に 片 方の Bulge に 水 を入 れ ま して 吃水 が 深 くな

つ て 前 よ う speed が 良 くな つ た と云 ふ L とを聞い て居 b2 す○

　　　　　　　　　　　 （c ）　 Tbp　side 　fittingsva就て

　 RiggiDg に 付 て 申 しま す と masb の taramgenen 七 は變 っ て 居 b2 せ va、
Orion　class は

Mas 七 が煙 突の 間 に 入 つ て 居ま すの で Top は 殆 ど窒息 す る位 、
　heat され ます 、 私 も砲 術

長 と
一

緒 に戰 鬪射 撃 をや つ て居 る の を見 て 居 つ プa事が有 bますが非常に 苦 しい 、 併 しな

が ら英吉利 の 海軍 士 官は 悪to 船で も好 く使 つ て 見 せ る と云 ふ意氣込で や つ て 居 ま す其 點

は私 は 大 に奪敬 す可 きもの と思 ひ ます 、 往 々 日本 の 海軍士 官は 悪 い 悪 い と云 つ て ブ ープ

々 不4surか ）t 言 つ て 居 る 者が ある ので あ b9 す 、 斯の 如 き點 は 我 々共 に 大 に 學 ぶ可 き點

で は な い か と思 ひ ますo

　　　　　　　　　　　　（d ）　 揚 　 　描　 　裝 　 　置

　 な どは變 化が あ b ませ ya 、 唯 P 乏しr・lval ］es を附 け る爲 に種 々 fittiii9が 附 い て來 ま した

是 は細か い こ とで あ ）tg すか ら御話 致 し衰せ Q 、 兎に角英艦の 艦長が投錨致 しま すに は

可 な bの speed あ る ときに avchor を下 して 、 それ で 船 を適當の所迄 動か して行 きま

す 、 共 の 結果 階分 severe 　stress を受 け る樣で あ りますが 、 別段 故障が 起 らない 樣で あ b

鷲 す 、 繊の 如 く 王ie 解 y　use の 竜の 1こは 可 な bの a！lowauce を附け るの が 至 當で は なto か

と思 ひ ま す 、 それ か ら操 舵装 置 の こ とは先程
一

寸 申上げま した 樣 な ととで精 しV ・・L とは

時 問が あ う雲せ SRか ら拔 か します 、 其 次 今 度の 戰爭 の 結果 現 はれ て來 ました 各戰艦 、 輕

巡 洋艦 の

　　　　　　　　　　　　（e ）　　飛 行 機 飛 揚 装 置

で あ bます 、 飛行機 ば Battlc」shlp に も B甜 1e　el’uittel ’
に も積んで 居 b 敦 す 、 其 の 飛 行 機

は 二 百五 十 馬 力位 の S 。Pw 淞 式 の もの で大抵 砲塔 の 上 に 載せ て 居ます 、 此 を飛 ば せ る

に は 靤 塔 を風 の 方向に そrain して Fm〕gine を うん と廻 して飛 出 して 仕舞 ま す 、 然 し一 般
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艦 船で は飛 んで來 て船 に歸 るこ とが出來 ませね か ら水 の 上に 淨んで居 る の を驅逐艦が收
‘
容 する と云 ム 方法 を探つ て 居 かます 、 或 種の 艦では rail を前部に 附けに や つ て 居 bます
’
が 何 うも結果 が好 くな V や うで あ うます 、 要 す るに 完全 に 發著 す る爲 に は 何 う し て も其

前部 に fiying　o督 deck 後部 に Iauding　deck を附 けなけれ ば完全 に は 出來 まv ・ と思 ひ を

す 、 あ とで 申 しますが Furious を改 造 しま しfa　P｛どう も未だ飛 行機が巧 く下 ムない 樣で

．あ b2 す、 其 の 弐 に 、

　　　　　　　　　　　　 （f ）　 一 　　般 　　居　　住

の 問題で あ b2 す 、 船 の 居住 は殆 ど昔か ら變つ て 居 b2 せ va、

一體英吉利艦の 士 官室は
’
Ward 　room と Anteroom と二 つ に分れ て ゐ ます 、

Ante　1
’
oom と稱 す る の は要 する に Smoking

・Room で あ b2 して Warrl　room と稱 するの は Dining　room で あ bます 、 此處で 各 士 官
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の

・
は偸 快 に暮 らして居 bます 、 彼等は 此 の 戦時四 年間 陸へ 上 つ て も何 も面 白V ・ 處の ない 僅

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 s

か 一二 の tea　houses位 の あ る所で三 年 、 四 年の長 日月 を過 して其 dutア を非常に ched 漁 1

に や つ て 居 うます、 彼 等は priwLte と aMcial と云 ふ こ との區別 を實 に能 く付 けて 居 ）t

R す 、 是 に は 非常に 結構 な 乙 とで cluty に 有 る間は 嚴格 に規 律 に 從 ひ o∬ duもア に なつ た

場 合は friendとし て樂 し く暮 して居 b2 す、 從 て ward 　room で 實に cheerfu1 に暮 して

居 b ます、英吉利 海軍士 官が公私 、區 別 を旨 くや つ て 士 官室 を樂天 地 と して や つ て 居 る

と云 ム こ とは 頗 る感心 す る點で あ うます 、 此點 は我 々 海 軍の もの の みな らず 學ぶ 可 き美

しい 點 と思ひ ます 、 要 する に軍艦 の 居住 としま して は Wtu ’cl　1−oom は 要 する に oMcers の

eomfort の 中心で なけれ ば な らV1、 然 る に Bed　roo ：n た る cabines が 立 派で 土 官室が p

oor で あ つ て は 困 る 、 英 海軍 の 士 官は色 ”S・自分で 其私室 を便 宜 に 装 飾工 夫 して官 よ b供

給 きれ た る もの は 可 な t） p。or な 竜ので あ るが偸快に C・ IEf・）τb副 θ に住 め る様 に して 居

R す。

　
一

體 居住 問題 な る もの は其 國の 國民性 と時代 思想 と國民 士活 程度 とか 非常 な影 響
’
をな

して 居 る もの で 米國 趨 うの 樣に海軍 士 官 と大學の 教授 とは Fool が成 る もの だな ど丶云

ふ て 居 る處で は何 う して も居住 で も立 派 に して喩
1

快な海 軍 生活 が 出來 る樣 にで も しな け

れ ば海軍軍人 に 成 う手 がな V ・ の で ある 、 英國me　bで も同 隈な經驗 を陸軍 が持 つ て居 る ら

即 ち戰爭前陸軍の 兵隊や 士 官に なる 人は特別の 事情の 人が 多 くて 彼 の 近 衞 の 兵隊 などに

は 特 に立派 な服装 を被せ 色 々 の PrOμ騨 nda で兵 隙及 び 士 官 を募集 した の で あ る 、 然 る

・に 海軍士 官は英國糾1士 の 典型 と認 め られ ・iaval 　oMeer 即 ち gentleman で あつ た の で あ

る 、 此蓬 は我 海軍の 現状に 照 し て 、 面 白 い 參照 とな るで あ らう 、 叉 國民生活の状 況 が艦
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丙居住 の設備 に影響が な くて は な ら澱云 ひ換へ れば英 國海軍士 官及其家族 の 睦上生活 及

英國人の 生 活程度に比 し彼 等は現在の 艦内居住設備で 滿足 して居 るので ある 、 之 を我國，

人 の 生活 程度に 比 すれ ば非常 な差があ る 、 叉現 今の 如 き佳 宅難 に襲は れ住 む に 家 な く、

有 b として 竜御承知の 襟な生活程度で暮 らして居 る海 軍士官が餘 員 こ居住 問題 に不 準 を

唱 へ る は 吾入の 諒解に 苦 しむ 點で あ bます。i其i欠に

　　　　　　　　　　　 （g ） 金 物 に 就 ：て

　金 物 も今衰で 申上 げ ましだ 樣に 種 e の nlateriai が入 つ て 來 2 し尢 が niekel 鍍 金 と云

ふ もの は殆 ん どな い の で あ b ますo 要 す る鋒 brzzssを綺麗に す る と　nil｛eel 鍍金 よ b綺

麗 な もの で あ かます 、 ど う も 日本 の船 に は nickel鍍金 が 大 變多 ）
・樣で あ b2 す 、 英 吉 称

の 船で は brass を使つ 工 居 b2 すが、 それ を磨 き上 げ る と美 v ・ もの に な b2 す 、 其 iikに

（5） 機 械

　　　　　　　　　　　 （a ）　 汽　　　罐

　戰艦 用の Boilerは 大抵 Yarrow 又 は Babcook　boilerを旋つ て居 bま す 、 其次 に

　　　　　　　　　　　 （b ）　 械 　，　 機

の こ とを申上 げます 、 英吉利の 海軍に 於 き
鹽
まして 特 に 羨望に堪 へ な込 もの は機 關の 構造

及其 滸畫 で あ bR す 、 是 は 七urbine の 本場で あ らます か ら、 我 々 と違 ひ 懐 して 非常に 畏

い 縡驗 を有 つ て 居 る爲で あ うませ 5 、 可 な b老 朽 の 船 で も水 雷 にや られ るか ら可 な b の ・

Higb 　speed で 走 らなければ な 嫉 せ訟 、 艦 隊は根據 地 を發 して 北 海 に 出れ ば必 ず十 七篩

以 上で 走 h 譲す、 是 は 潜水 艦 にや られ る の が怖 い か らで あ bま す 、 從 つ て 十 年前 に 出來 ま

した 七urbine の 或物 は ox
’
erloa｝d して 居 b2 す、 それ に も拘 らず長 V・ 問使用 して何 等故障が

出來 ずや つ て居る と云 ふ 乙 とは我 々 の 想 像以外 の こ とで英吉利の機關構造及 計盡 と云 ふ

竜の は 中 々立 派 だと私 は稱讃致 し2 す 、 元事　Peisons’

turbineの 本 場で あ うますか ら Pe −

rsons 　kurbille，　N θw 　PersQns　t”rbii1e ．と稱す るもの 、 それ か ら BrQwn −Cu面
『

turbine と云 ふ

様 に色 々 出 て參 う：ま した 、 併 しなが ら大艦 の今 まで 出來 て 居 ら衰 す艦で は all　gearecl　ttu−．

bine を使 つ て 居 る の は Courageous 　d 跚 s だけ の 樣で あ ら棲 す、 それ か ら機械 の こ とに 就．

きま して Rough 　sketelis を書 vo て 置きま しだ 、 其第 一番に Ba七七le　ship で は Orion　class

で あ bます 、 兩 翼に H ．P ．及 H ．P ．紬ster11 を付け2 して L ．P ．は具申に Inner　 8haf 七に

直結 して 居ます 、 それ か ら（B ）とv ・

ふ の は Qθen 　Elizahethで あ う掌す 、 是 も pqmsons　tur−

bine であ b’
ます 、 是 は H ・P ・tUi−bine に Cruising　t−urbiue を gear して 居 う重す 、 是 は 恐
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ら く大艦ぐ geared　turbineの 初め で兎 に角 Cruisiコ 9　turbine を gear　down　し力 始 めで

あ b 寮す 、 それ か ら Ba七七1e　cruiser に 於 きまして は Inviぬ cible 　class は 御承知 の逋 う Pa −

「sons 　turbine を普逋 の方 法で 使 つ て 居 b2 す 、 丁 度 Orion　class ・と同 じ樣 に や つ て 居 b

ま す 、
Tiger　class 　lt至 う唆 して 始 め て Brown −Curtis　turbives を使 つ て 居 う蓑す 、 此 の

Brown ・Char七is　turbineの wing 　turbineは H ．P 　as 艶 m と forward　l．P 　allead と よ b成 b　1．P −

turbinesは diaphragm で two　eomparLme 崩 に分 れ各 々 二 個 つ つ 附 い て 居 bます 、
　 ImP −

ulse 　wheels が H ・P に も二 個 附 い て 居 bま す 、 それ か ら Central　Engine　RoGm の もの は

ahead に HJ 》tm ’binθ を備 へ 1mputse 　wheels 三 個 を有 して 居 b寮す 、
　ast θrn　turbinesは

IP 　or 　L ・P に independent で あ bます 、
　Repulsθ に 到 う綾し て は Tiger を省略 し尢 に 過

ぎな い もの で あ う ます か ら實際 に 於 て は 同 じ 竜ので あ b凌す 、 それ か ら Caurage。us 　cla −

ss に 至 う
『
ま して は all　geared　turbine を使つ て 居 b ’

ます 、 此 は Light　cruise1’の tui’b三nes

を四 つ の grPUPS と して 附け て 來 た もの で 大 して 彩規の もの で は ない ので あ bま す 。

（二 ） 輕巡 洋艦及驅邃艦 に 就て

［1〕 輕 巡 　洋 艦

の こ と を申上 げ ます 、
Light　cruiser は PL 　 II に Shi五hov．eteg．を載せ て 置 きま しカ 、

　　　　　　　　　　　 （1 ）　 兵 　 　 裝

　Cruisers の 兵裝 を考へ を見 懐 す と是 も戰艦 と同 じ發逹 の 覆路 を示 して 居 る樣で あ bま

す o

　　　　　　　　　　　　 （A ）　 砲 及 砲 配 置

　Aurora　Class・cleopa 士m 　class は 六吋 砲を附け て 其問 に 四 吋砲 を並 べ て居 る 、 叉 艦部 に

爾 四 吋砲 を積 んで 居 る 、 所 が Improved　C ・class 若 くは Dclass の もの に 夜 う蓑す と總

て の 六吋砲 は Ceni・re 　line に 置 vo て あ b而 して 前後部 共こ 門の 六 吋砲は 射撃上 s叩 erimp −

ose され る形 に成つ て居 b9 す 、 從 て Latest　light　cruiser は皆 Cen七rθ 1ine に砲 を配置

して 居 bま す 、 是 等は 戰艦 の Centre　linθ syst θ皿 の上 か ら考 へ て も尤 な點で あ かます。

　　　　　　　　　　　　 （B ）　 發 　 　射 　 　管

　發射管は 先程 申 しR しπ樣 に水 中發射 を可 な う速 い 艦速で 出來 る様成 つ て 參 bま した

然 し艦が high　speed で走 つ て 居 る ときに や る と云 ふ こ とは 中々 困難で 結果 が面 自 くあ

う2 せ waか ら、 段 々 新 らし く出來 た Light　eruiser の 發射管は 水上 に置 くと云 ふ傾 向 に な
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つ て 來 ましカ 、 それで 初め 計畫 され ま した Light　icruiserは High 　sp θθd　Mining　gear．　Hi −

9h　sp θθd 七〇rpedo 　loading　gear，　Paravanes，　A 皿 七isubmarine　deviees　・と云 ム樣 なもの を持 つ

て居 なか つ fa所 が段 々 戰が 進歩 しで 來 ますの で 、 各 種の 特 種裝 置が 造 られ て 參 歩ま しだ

　　　　　　　　　　　　　 （C）　 探 　　照 　　燈

　 戰 艦の ときに 申 しませ 臓 で し尢 が Search　Iight　controlling 　devices　iこ非常1こ改良が施 さ

れ 戰艦で も輕 巡洋 、 驅 逐艦で も Ev θrshed 　patent　searchlight 　oontrol 　gear を裝 備 しBioc−−

ulays を使 つ て 照 らそうと云 ふ方向 を見 ます と同時 に searchlight を其 方向 に 向け ます 、

例 へ ば此處が Bridge とする と Biocularを見 て searchlight 斯 う動 して 來 ます と同 じ方

向 に行 く樣 に廻 つ て來 て居 うま す 、 是 は各艦 殆 ど全 部使つ て 居 bま す 、 叉 普逋 の Mec −

hanical　control も使つ て 居 bますo

　　　　　　　　　　　　（2 ）　 防　　 禦

　 Protecti・n は Ligh七 eruiser 全 部 を逋 じ2 して 殆 ど同 じで
一

吋二 吋 ET ・steel を重 ね て

side に 附 け て 居 b ます 、 皆 δん 御承知の Heligoland　Bigh七 の 戰 の 時 、 獨 逸 の艦 か ら澤 山

彈 丸 を受 けて sidθ を壞 され ま しカ が 、 それで も沈 沒さ れ だ もの は ない 非常 に好 い 結果

を得 て 居 b2 す 、 其 結 果 Light　cruiser に 於 て は 三 吋 の proteetionで 充分であ ら うと考

へ て 居 る樣で あ bま す 、 併乍私 の 考では 三 吋の Side　protectionを覆ふ て も覆 は な い で も

殆 ど E 麁 cb が ない の で な v・か と思 ひ ます 、 寧 ろ Destroyer大 きな もの と見 て Side　proレ

ection な し とす る方 が 宜 い だ らう と思 ひ ます 、 それ か ら Hawkins　elas ＄ で あ br’tirすが 、

Tennyson 　d ’Eyncour七 1ま其 の paper　 lt書■ ・ て あ b2 すが 、 實際戰 の 間に 合 つ n もの で は

あ bま せ 4入 要 す る に今後 Ligh七cruiser は此 class の 發達 を豫想 す る よ b も寧 ろ D ．　 class

の ［1］ype が今 後 發逮 して 行 くの で は な va か と思 ひ
’
ます 、

　 Ligh七 eTUisel
’
は戰爭 の結 果 新 し

く出來た もの と云 ふ て も よい 位 で我 が天 龍 、 球磨級 の Typo に 相當 する もの で Dostroy −

er を大 き くしfeもの と見 て もよい ので あ bま す。

　　　　　　　　　　　　（3 ）　　矧｝　體 　　及 　　艤 　　裝

　　　　　　　　　　　　　（A ）　 船 　 　 體

　
一體 Ligh七 eruiser の 船 體は 速力の 關係上ft　v ・　thの で 先程 申 しま しプa様に Des七royer を

長 くしブ〜樣 な もので あ bま す、 從 て排 水量 にi對す る Hull　weight は 四 十入 percen七 を超

2 る 乙 とが 普 通で あ bます、 少 し長 くな る と恐 ら く五十 psreent位 の もの が澤山出て 來

ま しよ う 、 斯 う云 ふ 様な關係か ら Light　crUiser は大 きな Hull 　stl・eSS を受けれ ばな ら訟

もの に な つ て參 b2 しカ 、 其 の結 果 Light　 cruiser と云 ふ もの は 我 々 が 餘程 注意 して計
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晝 しない と飛んで もない defec七が 出て 來は しまい か と思ひ ます、 時間があ ムませ 汲 か ら
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ト

精 しい こ とは 申上ませ鳳 、

　　　　　　　　　　　　　 （F ）　 逋 　　風 　 装 　　置

　一般 に fan を EXhaus七 に置 き2 す、 陸上 の 逋風 は 能 く外國の 街等 1ζあ bます穢 い 話

で あ b ますが便所 の襟 な もの は皆 Dopeller　fan を便 つ て逋風 して 置 き2 す、 要するに

艦 船 に於 きま して は今少 し く Exhaust　fan の 使ひ 方 を研究 しなければ な ら》ユと思 ひ ま

す 、 叉 段 々 Exhaust　fan が 使はれ る傾 向 を有 つ て 居 」
「2 すo

　　　　　　　　　　　　　（C）　 艤 　　装 　　品

　
△
體 Ligh七   蚰 r 中開戰 當初 に 出來 ま しプ〜ものは 艤装 も碌 々 しなtO で部屋の 戸 竜な

く僅 に寢 る爲の Bed だけで造船所 を出て行 つ 7a　“の も澤 山あ b唆 す 、 併乍段 々戦 爭の 長

引 くに つ れ 相當の   oomod 醐 on が必 要 とな b後に 取附 け て參つ た次第で あ b 「
ます、 又 金

物 と して Copp θr　Alminium 　alloy の Die　oasting の もの を澤山使つ て居 bます、 是 等 も

段 々此種 の船に 使れ て來 なけれ ば な ら盟 と思 ひ ま す 、 叉 Light   isθrのEngineer’s　work −

shops と云 ム もの は非常 に poor な もので あ b2 すが 、 實に能 く逕轉 して 居 b2 す、 英

艦 内の Workghops と云 ム もの は 甕らも機械 を有つ て 居 らない に 拘 は らず 、 全 力で 使つ

て居 うます、 是は總 ての Enginee「ing の 盛 な國で ある か ら決 して 機械が む だに遊 ん で ゐ

る と云 ふ事が なvo　Light　CIUiser の 樣な もの で も非常に 能 く使は れ て 居 る ので あ bま す。

　　　　　　　　　　　　（4 ） 　機 罐 及 汽 機

　 の 事 を申 します 、　Machinai　y は 先程 の 圖面 に就 て 極 簡單に 申上 げま しve様 OtMachinary

め type が發 逹致 し懐 し尢 事 は御分 うに な る だらうと思 ひ 2 す、 第一番に （A ）：と書 きま

した のは Parsons　Turbineで あ b2 す 、 此 は Ligh七 CrUiserの 前身 Bi「mingham 　class に

1使つ て居 る ので あ bます 、 千九百十 四年以後に 出來た もの は謂は ゆ る New 　Parsonsと稱

す る もの を使つ て 居 b ます 、 是 は 先程 申しま し尢 CclaSS の 噛の が使 つ て 居 b2 す 、 此

處 に あ bまず（B ）の 様な Typθ で あ bます、 此は Ahead と Astem の Turbine を Crui一

曲 gturbine と GeaiC して 居 b2 す 、 即 ち二 つ の Gear 　turbine を （kmbin θ して や つ て

居 b2 す 、 又 一組 の Astern　turbineと Ahead　turbineは 艫の方 に Includθ 9 れ從 て W −

ing　shaft だけが Geared　turbineに なつ て 居 b2 す 、
　Cruisingの ときは 1uner　 shaft を

Disconnect しR す 、 叉 D ・class に て は Diredt　acting の Brown −Curtisを用ひ て 居 b2

す 、 機械 に就 きま して 申上 げます事 は澤山 あ b2 すが時間が あ b2 ぜ lntth） ら、 省略致 し

玄 すo
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〔m 驅 逐 艦

　驅邃艦 は先づ此 戰爭 に 潜水緯の攻撃の 結果 非常 な數 に なつ て居 b2 す 、 千九百＋ 四年

に は大部分が 皿 ・class で其 他 Floti皿a 　Ie鹹 e1潟 それ か ら最 後に V ＆ W ・cl躙 となつ て來

尢 ので あ b2 す、 先 づ Vclass を取 つ て 簡單に 申上 げた い と思 ひ ます。

　　　　　　　　　　　 （1 ）　 兵 　　　装

　　　　　　　　　　　　　（A ）　 砲 　　配 ． 置

　 圖面で 御分 うに な る樣に 砲配置は段 々變つ て參 うま しn 、 8 うして S　clss　V 　eLass 邊

ウに な bます と Clantrθ linθ に砲 を載 せ て 構逍上 前後部 の 砲 を Sup θ血 lpoge して 居 bま

す、 言ひ 換 へ れ ば總 て の 最 近の 英海軍 の 艦 船は大艦 か ら小艦 に致 る迄 Centa’e　line に 砲

を配置 す る非常 に徹 底的の 配置方 に なつ て 居 b9 す 、 驅 邃艦 の砲 も非常に進歩 して 今で

は AutOmabic　loading の 方法が發逹 して 參 うま しプ2 。

　　　　　　　　　　　　　（F ）　 發 　　射　　管

　發射管は二 連装 の 發 射管 も三 連裝 の 發射管 も使 つ て居 うます 、 是等 の發射管 は Bridgθ

で Clont「o「して 居 か まして K θγ を押せば發射が出來て總て Bridgθ で Cbntrolが 幽來 る

様 に なつ て 家 ま した ．

　　　　　　　　　　　　（3 ） 　船 盟 及 鱗 装

　船體 の艦 型 は種 々 愛つ て 來ま しブ2が 、 後程 寫具で御覽に 入 れ 2 す 、

一 つ はiRec  ng 嘸

stem ・其 i欠は Itaked　ste皿 ・其 i欠は 其 Combinθ しだ Stem
， の 此 の 種 Rec臨ngle の もの は

Patavarares を附 け る爲で第 二 の もの は Flare を多 く取 る 爲め叉 兩 方 の Advantage を取

つ た ものが 第三 の Type で あ bます 、 それか ら提の 方の 形 は斯 う云 ふ風 な形 をして居 b

2 す 、
Depth　Chargeを落 す爲に Drop して も當 らなv ・樣 なもの を使 つ て居 るので あ bま

す 、 是近の 艦は斯 う云 ふ 形 に なつ て參 b2 し尢．

　　　　　　　　　　　　（4 ） 汽 罐 及 汽 機

の 事 を申上 げ懐す、 先程 申上 げま し尢 樣at　Pamsons　turbine，
　N θw 　Parsons　tinrbine

，
　Geai’ed

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’

iurbine， それ か ら Brown−Curtis　tUrbine， 斯 う四 種類使 はれ て居 bます 、 其 Type は此處

に書 v ・て あ bますの 中の Fig・工は 千九百十 年前 M ・：class が使つ て 居 b懐す、
　Fig　2．は

矢張 b古い 艦で あ b2 す 、 眞中の Fig　3・は これ が初 めて 出來 た Paissns　geareecl七urbh ユe

で あ b2 す 、
　 New 　Parsons 七urbine と云 ふもの は 圭 と して ）「 class の もの が 使 つ て 居 b

ま す、 最 近で は大抵 Geared　Bivwn −Cuuls を用 ゐ て 居 bます 、 今大 體各艦 型 を逋 じ機械
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の 進歩 を申上 げます と戦爭前は Madhinaiy 一
噸 に就 い て戦艦 は 13・S・H ・P ・位 出 して居

bま した が今 日では Macl血 ary 一噸に 就 い て 21，　S．H ．P ．以上 出 して居 ウます、 それか

ら Ba固 e　crui 謝 は戰 前 には 19・S・HP ・が是 もずつ と上がつ て 參 bま して 25．− 40・　S．H ・P・

まで 出 して居 b2 す、 但 し 40・と申しますの は普逋の Batble　cruiser で は な く特 に Light

cruiser 用の 機械 を取付けて ある もの であ bます 、 又 Light　cruiser は 戦 前 2Q．鼠EE を

出して居 うま したが 今日に至 brkして 42− 59　SH ・P．を田 して 居 bま す 、 それ か ら驅邃

艦 は戰 前の 50S ．H ・P・か ら今は 7・5　S・H ・P・位 出 して 居 bます 、 斯 の 如 く皿 achimry 　Desi−

gn の 方 竜非常 に進歩 し Stθ・un 　Consumption も減 つ て來 ま しn 、
　 Enginθrs が 此 の 方面

に盡 し尢努方 も大 しブ〜もので ある と云 ふ事が御分 うに な らう と思ひ ます 、

（三 ） 特 種 艦 艇 に 就 て

　御話 し度の で あ bますが時間が有 う食せ んの で且又 大 分遲 くな b ま した か ら是 は幻 燈

で簡單に 申上 げて置 きま すo

（四） 所 惑

　要 す るに斯の 如 く戰 時各種 の艦 船が非常 に進 歩發逮 して來 た と云 ふ圭 な る原 因 は何れ

に ある だらうか と申 し2 す と、 是 は結 局英國の Admiralty 及 Private　Dockyaz’ds　ee於け

る技術 家が 非常 な努力 を以 て 各種の要 求 に應ず る Succegsful　ships を造つ n か らで あ b

ま す、 我 々 の 見 地 か ら申せば 色 々 批評 す る 點 、 非難す る 黠 、 もご ざ い ますが兎 に角此戰

爭の 目的を達 する爲に如何 に英吉利 の 海軍造船官が努力 したか と云 ふ こ とが御分 うに な

らう と思ひ ます 、 それ で 一
鱧 英吉利 の 海軍が今 日の 大 な る發展 をなし來 つ た大部分 の原

因 を考 へ て見 設 す と、
Jane が British　Me θ七 と申 し2 す大 きな本 を著 し2 して 英吉利 海

軍昔か らの艦型 を Desatibe して最後 に Dis  驕 して 居 めます様 に英國海軍 を して今 日の

盛大 をな さ しめ 尢 の は 英吉利 海軍 の 造船官が各種 の要求 に應じて 努力 し尢賜 で ある 、 そ

れ が最 大 な る原因で あつ て 、 第二 の 原 因は非常 は鞏 固 な る意 思 を有 つ て 居 る人 が英吉利
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 l9
海軍 の規律 を能 く保つ て 居 っ n 、 此 の二 つ が英吉利海軍 の今 日の 隆盛 を來 し尢 原 因てあ

る と云ふ て 居 る 、 此 の 一言に付て 竜如 何 に技術家 を奪重 して 居 るか は能 く了 解が出來 る

こ とだ らう と思 ひ ます、 然 るに不幸我 が海軍に於 きま して は軍艦 の De 魄 ner の權威 さ

へ 認め られ て居 bませ 漁 、 我 が海軍の 歴 史に 照 し て 見れば我 が 國の御承知 の 様畩 工 業釈

態で 現在だけの 發逹 を來 した所以 と云 ふ もの は我が 海軍の造船官が如何に努力 して や つ
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て來 た か と云 ふ こ とは 我 々 の我 田引水 の 醗を須ひず して 明な 乙 とで ござv ・ ます、 又 Jane

は 各時代 を通 じて計畫 され控總て の船を elassify す るに皆 Chief　De晦 ner の 名に 依つ て

る こ とで あ b’
ます 、 例 へ ば Barnaby が 窃 r   ねr　of 　Nava1 （fonstrctionの時出來 尢 船は 皆

］Barnaby　Epa 駈 Philip　Watts の D 細 gn し禿 もの は皆 Watts　Era の艦船 と稱 して 居

る N 此等は單 に Jane の み な らず英吉利 に て計畫 された艦船 は皆此等 に C婚 し毎 年

海 軍省Q 年鑑 Navy 　Estimate， 等に も必ず clesigned 　so 　and 　so と書 vo て あ bます 、 私 は

何 も我 等で も其の 具似 を しろ と云 ム ので 有 b．2 せ す 、 然 し乍 ら我が海軍 に於 ては 各種の

艦 船が 出來 て も何等 Designerの名 もConstmcbrの名 も表 は されて 居ない
、 云 ひ 換 へ れ

ば技術が奪重 され て居 な い ので あ b痩す 、 斯 の 如 き乙 とは甚だ我 が 日本 海軍史上 に於 て

逡憾とす る所で あ うます
’
まい か 、 又永 い 問造船官や 工 人の苦 心 と努力に 成れ る船が進 水

すれ ば新 聞 に は工 廠長 が進水 9 した樣 に書 い て あ b2 す、 我 が國新聞記者 の殆 ど全部 は

技 術工 業上 の事柄 に就 て は 非常 に 知識が低 to もの で あ bますか ち仕方が あ bませ ん 、 又

現今の海軍官制の上 ltて は止む を得ない もの で あ るか も知れ 2 せんが如 何に進水に對 し

て 造船官が苦心 し尢 か と云 ふ 乙 とが Apprecia七e され て 居 ない のであ b2 す 、 之等 は 單に

一
例 に過 ぎない の で あ ba すが 自分は殘念 に思ふ i欠第で ご ざ い 寰す 、 要 す るに

一盤 造船

官而 も船 の Desginer は 總て 其 の船の全體 を考 へ 2 して 出來 る だけ の努力 と研究を して

居 る もの で あ ba す 、 勿 論 自分で 家 を建 て 丶 も田來れ ば不滿 も丈 句もあ る もの とて 閏楽

た船 に多少 の文句の つ くの は勿 論で あ b2 せ 5 、 然 し列 國 の艦船 と我 が 國の艦船 を比 較

し現在の如 き我が 國の工 業能奉で あれ だけの船が閏來 て居 るの を見 る時は我が 國民 と し

て は 多少 の 「誇 飼 を認 て も善か らう と思ひ ま す 、 之 は決 し て現状 に満足 するの 意義で な

く多少 Appr醐 ate して 善か らうと云 ふ こ とで す、 特 に今囘の 戰爭の結果 は機械の 力が如 ．

何 に莫大なる もの であ るか 、 又 機械の力あ らざれ ば或點迄行 け ない 、 即 ち人 と云 ふ もの

も大切だが 、
　Persona1　quaaityばか bで はい けない と云 ふ黠が 分 つ て來 て 居 る ので あ bま

す 、 ＊ う云ふ風 な時代に なつ て來て 居るに 拘 らず 、 技術官の P ・siti。n な る もの が 一般 に

於て甚だ Poor な もの で あ うます、 此れ は我 が國沚會組織が惡 v ・ と云 へ ば其れ 迄で あ る

が非常 に遺減の次 第で は あ bませ んか 、 又 前邇の様 に種 々 な る計畫 を出 し麹遒完成せ し

め て 來 た英 國造船官に比 して我 が造船官は何 うか と云 ふ と如何な る調査 を行 ふて も何等

遜色は な い と考 へ 2 す、 又 斟來た 日本 の軍艦な る S の は其同時代の 列國海軍に對 して 決

して遜色は あ bませ ln 、 斯 の 如 き所 迄我 が邁船官は漕付 け て來 ま しπが 、 我 々は 更に高

き商 き理 想があ bま すの で更に更に研究向上 する の 必 要があ る ので あ る然か も近年 畳ζ箪
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b て は所 要の 後繼者 さ へ 得 る事が 出來 ない 樣な次 第に なつ て居 b 凌す 、 要 す る に我 々 が

斯 の 如 き事 を申すの は 甚ガ僣越 の次第で あ ）r2 すが 、 海軍の みな らず我が國民が今少 し

く技術 の権威 を認 め實際多 くの 人 間が能 く　 Appreciate して 行 くな らば凡 て の 仕 事 竜
一

層美 し く暹 んで行 け る もの と 自分は 信 じま す 、 要す る に現在 の樣 な我 國 の有樣で は 一
派

の 人の 云 ふ樣 に Promising　C ・unt ・
’
Y で は あ b’

ませ Sユ、 現在私 は外 國 に 居 bま して 痛 切 に

慮 じま した事は世 界の列強各 國が 戰爭 の 爲め に 11uproveされ た に 拘 は らず我 が 國の 如 き

は Spoilされ て 居 る の で あ ba す 、 日本は 工 業 にて th商業 に て も海軍 に て も陸軍 に て も

列 強 以上 に努力 しなければ彼等 に對 して Leading　nation 　 n る こ とは 出來 ない 乙 とは明

で あ bます 、 要す る に吾人 は Engineer　 n る と何 だ る を問 はず今一暦奮勵努力 して 我 が

國 を して　Leading　nation 尢 らしめ ん と言ふ 乙 とは我 々 の 切 に希望 す る所で あ bま すま

い か 、 講演 は甚だつ ま ら澱 なが ら是 ぎ 揖 こ致 します 、 徇 ほ詳 しい 乙 とは 私共 な め會 誌 な

うで御 質問が こぎ い ますれ ば私共 の知 つ て 居 る點 は 差支 へ ない 限 ウ御話 致 し度 と思 ひ 疲

す 、 甚だ御靜聽 を煩 しま しブ〜。

　 　　 　　 　 　　〔是 よ b幻燈説 明 あ b〕

　是で 講演 を終 ムます o

　 　　 　　 　 　　〔
一

同拍手 〕

討 論

O 會長代理（山本開藏暑） 唯今 、 田路 きん の御 講演 に 獨 して御 質 問 の あ る 方又 は 御 意 見

の あ る方は どうか 御越べ を願ひ ます… …
。

　 それで は時 間 も大分後れ て 居 bます か ら若 し御意見 の ござ い ま す方は 會へ で も田路 君

の 方 へ で 竜逾 つ て 戴い て 、 叉 田路 君 の方 か らそれ の 御 答 を戴 い て 會 誌 へ 載 せ る事 に 致 し

て 此 の 會 を終 る こ とに致 しま す。

　田路君 は此 の 千載一遇 と も云 ふ べ き歐洲 大戰 に際 しま して 海軍駐在官 として 英吉利に

居 られ て 、 ヌ，或 る 時は船 に乘 られて 、 其 の問見 聞 され た 事 、 竝 に研究 きれ π 事 に就 きま

して 斯 の 如 き問題 に就い て御意見 を發表 して下 されブa こ とは會員諸 君 と共 に 威謝 す る 次

第で あ b　rkして 、 殊 に同君獨 特の觀 察眼 を以 て 種 々御批評 を加 へ られ た 乙 とな どは我 々

一
同 に とつ て 非常 に 有盆 な る事 と存 じます、 聊か諸君 と共 に拍 手 を以て 同 君に 御禮 を申

上 げ度 い と思 ひ ます
゜

〔一同拍手 〕

○會長代理 （山本開藏君 ） 是 で今 日の講演 を終 bます。　　 〔午後十 一・時散 會〕
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